
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

令和7年 3月 31日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ワークワーク 事業所番号 2217210208

生産活動「以外」やSDGｓに関して説明していただく。

住　所 浜松市中央区上島4-28-1 管理者名 鈴木　陽介

電話番号 053-412-6030 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

活動場所：浜北鑑定団

浜松市中央区半田山5-36-1　アロマ半田2階

実施日：令和7年3月26日

実施内容：施設外就労先と連携し、現在請け負っている

利用者数：7名

利用者からの意見・感想

施設外就労先と連携し、就Ａが現在請け負っている仕事以外で

SDGｓなどについて説明していただき、施設外就労先ではどん

な仕事をしているかや、ＳＤＧｓへの取り組みなどを学び、今

後の仕事や生活に役立てていただく。

ワークワークで請け負っている以外の仕事で、遺品整理や不用

品の回収の仕事でのエピソードなどをSDGｓの話と交えて話し

ていただいたことにより、仕事では備品を大切にしないといけ

ないと感じたり、生活面では部屋の片づけや不用品の処分方法

などいろいろと感じた利用者さんがいたため、今後の仕事、生

活で役立って行くと思います。

連携先の企業等の意見・感想

SDGsという、日常生活の中においてなかなか無縁と思われる議題ではありましたが、身の回りのことと関連付け

ることで非常に興味を持って話しを聞いてくれました。

途中で飽きたり、内容が難しくて注意力が散漫になってしまうかと思いましたが、最後まで熱心に聞いていただ

き有難うございました。今回の議題を元に、みなさんがより「もったいない精神」と「リユース」に興味を持っ

て生活してもらえたらと思います。

・SDGｓについて言葉は知っていたが、どういう意味か少し分かりました。

・部屋の片づけをしないといけないと思いました。その時に不用品はただ捨てるの

　ではなく、使えるものはリサイクルショップに売るなどしようと思いましたし、

　周りにも勧めようと思いました。

・物を大事に使っていこうと思いました

連携先企業名 浜北鑑定団 担当者名 加藤店長

様式１


